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《シンポジウム記録》

地域インターンシップって何だ？
天売島の実践から振り返る

大 貝 健 二・浜 中 裕 之†

水 野 谷 武 志

経済学部では，2017 年度から特別講義と
して⽛地域インターンシップ⽜を，翌 18 年
度からは⚒年次開講科目として⽛地域イン
ターンシップⅠ・Ⅱ⽜を開講予定である。同
科目を開講する目的は，（⚑）時代的要請の
変化，（⚒）学部カリキュラムとしての差別
化，の⚒つが挙げられる。以下，簡単に説明
しておきたい。
（⚑）時代的要請の変化についてであるが，
政府は地方創生を掲げ，特に大学に関しては
⽛地（知）の拠点大学による地方創生推進事
業（COC＋）⽜等のプランを進め，地方公共
団体や地元企業との連携を通じて，地方創生
の中心となる⽛ひと⽜の地方への集積を実現
させることを目的としている。地方創生の流
れに身を任せるつもりはないが，地域経済の
衰退・疲弊が著しい中で，地域経済の再生や
活性化をどのように進めていくのか，という
ことについては考えていかなければならない
点である。
（⚒）学部カリキュラムとしての差別化に
ついては，次の⚓点が念頭にある。第⚑に，
本学経済学部では，2003 年に地域経済学科
を創設し，同学科を中心に⽛地域研修⽜を毎
年 20 ゼミ超，300 人以上の学生が参加する
形で展開している。当初は，⽛地域⽜を
フィールドにして現場から学ぶスタイルの科

目は珍しかったものの，現在では，道内他大
学においても数多く行われるようになってお
り，改めて方法論等も含め，質的に差別化す
る必要があると考えている。
第⚒に，質的に差別化する，ということに
関して，地域と本質的なところで関わり合う
必要があると考えている点である。研究，教
育の両面において地域と関わり合うためには，
信頼関係が重要である。この点において，大
学が地域に対して⽛何かしてあげる⽜，⽛学ば
せてもらう⽜，あるいは，地域が大学に対し
て⽛何かしてもらう⽜といった，一方通行な
やりとりが散見される。しかし，そのような
関係性は継続的なものではない。地域に入り
込んで，地域の課題解決を目指した研究，教
育を行うのであれば，大学と地域の双方にお
ける信頼関係を基にした，⽛支え合い⽜や
⽛学びあい⽜が不可欠である。そのような関
係性の構築に加え，比較的長期間，現地で生
活しながら，生活者目線で物事を考えていき，
課題を見つけ出し，それらを学問・研究と接
続させることによって，質的に差別化したプ
ログラムになりうると考えている。
第⚓に，多様な人材輩出へのチャレンジで
ある。本学は，これまでに数多くの地域の発
展に寄与する人材輩出に貢献してきた歴史が
ある。北海道経済を牽引する人材，地方公共
団体職員の輩出はもとより，こうした本学卒
業生による強靱な人的ネットワークが形成さ
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れている。それと同時に，私たちが考えてい
るのは，北海道経済を牽引する担い手を輩出
することと同様に，地域ベースで課題を発見
し，解決に向けて邁進できる，地域経済再生
の担い手を創り出すことであり，多方面に活
躍できる人材を育成することが質的に差別化
することにもつながると考えている。
以上の問題意識・関心から，2016 年度に
は，試行的に⽛地域インターンシップ⽜を羽
幌町にある天売島を中心に⚘月 20-28 日で実
施した。本稿は，その地域インターンシップ
の振り返りとして 2016 年 11 月 18 日に実施
したシンポジウムの記録である。

1-1．主旨説明（大貝健二）

それでは，シンポジウムを開催したいと思
います。今日は，前にも掲げているように，
⽛地域インターンシップってなんだ⽜という
テーマでシンポジウムを行っていこうと考え
ています。地域インターンシップという言葉
を初めて聞く人もいると思いますが，その導
入の話をさせていただきます。本来ですね，
元々今回の地域インターンシップを行う話は，
ちょうど⚑年ぐらい前から経済学部の教員の
中で出てきた話です。そのなかで，大学・学
部として，学科の独自性をどう出していくか
という議論の中で，⽛まずはやってみましょ
うか⽜と出てきた話です。私自身，地域経済
学を専門にしていますが，その中で，なぜこ
のようなカリキュラムを導入していったのか
という話になりますが，スライドにも示して
いますが，⽛いなかがおもしろい⽜と考えて
います。いま，日本国内では，地方創生がい
われ，地方自治体レベルでは，地方版総合戦
略の策定が進んでいます。どうやって人口を
維持するのかという話が出てきている一方で，
いなかに対する注目も高まってきています。
いなかは，周回遅れのトップランナーだと言
われています。全国的に，先駆け的に課題が

顕在化するのもいなかでした。東日本大震災
以降は，田園回帰という形で都会からいなか
に移住する人，U・I ターンで移動していく
人が増えているといった動きもあります。
全国での様々な取り組みを見ると，いなか
に仕事を作ってそこに若者を呼びこもうとす
る動きだとか，その一環として，今回掲げて
いるような地域インターンシップという言葉
が使われたりするようになってきています。
実際にそういう取り組みをやっているところ
で，具体的に何をやっているのかというと，
地域に入り込んでいって，そこで様々な挑戦
を通じたインターンシップ，現場実践型のプ
ログラムが行われていたりします。期間的に
は，大体⚑か月程度の長い期間で，現場で実
践していくプログラムが出てきています。
大学で，全く同じスタイルで行うことがど
こまで可能なのか常々考えていますが，⽛イ
ンターンシップ⽜という言葉を使いながら，
就職活動とは無縁な，地域に入り込ませても
らって，地元の人と一緒に試行錯誤しながら
考え実践するといったプログラムができない
かということが，2016 年⚑月にシンポジウ
ムで議論になり，⽛頭で考えるのも重要だけ
ど，まずは実際にやってみたらどうだ⽜とい
う結論になり，⚘月に⽛地域インターンシッ
プ⽜という形でやることになりました。その
ほか，思惑としてはスライドにいろんなこと
を書いていますが，先ほども述べたように，
経済学部の独自性をどう出すのかというとこ
ろです。地域に関することは，今ではどこの
大学でもやっているし，とりあえず単位をあ
げればいいような話もあるのですが，そうで
はなくて，いまの時代に本当に必要なことは
何かというところをカリキュラム化して進め
ていきたいと考えています。地域のために
⽛何かしてあげる⽜，あるいは地域から⽛何か
してもらう⽜というような関係ではなくて，
お互いが手を取り合いながら，実際に地域を
どうしてくのか，お互いに学びあい，成長し
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あいながら取り組める仕組みづくりができな
いかということが本来の思惑です。
話は変わりますが，2016 年⚘月に，地域
インターンシップを実施して，学生⚖名が天
売島に行き，わずか⚑週間ですが現地で寝食
をともにしながら，働きながら，頑張ってき
た成果のお披露目が今日のシンポジウムのメ
インです。地域インターンシップを実施する
にあたって，関わっていただいた方々に本日
ご登壇頂きます。大学と現地のコーディネー
ター，天売島で大学生を受け入れてもらった
方，参加学生と教員の⚔者ですね。それぞれ
の立場で，なぜインターンシップを実践しよ
うとしたのか（教員），なぜその取り組みに
協力したのか（コーディネーター），なぜ受
け入れてくれたのか（受入側），なぜ参加し
ようとしたのか（学生），これら⚔つの⽛な
ぜ⽜をキーワードにしながら，シンポジウム
を進めていきたいと思います。長丁場にはな
りますが，最後までお付き合いいただければ
幸いです。
次に，最初にご登壇いただく方々を紹介し
たいと思います。まずは，一般社団法人天売
島おらが島活性化会議専務理事の坂本学さん
です。続いて，NPO 法人北海道エンブリッ
ジ代表理事の浜中裕之さんです。それから今
回実際にインターンシップに参加した学生⚖
名のうち⚕人が来ております。最後に，本学
経済学部教員を代表して，水野谷先生に登壇
していただきます。よろしくお願いします。
それでは早速プレゼン報告に移りたいと思
います。最初に，⽛なぜインターンシップと
いうもの実践しようとしたのか⽜ということ
で，水野谷先生から報告していただきたいと
思います。よろしくお願いします。

1-2．⽛地域インターンシップ⽜のねら
い（水野谷武志）

みなさん，こんにちは。今，大貝先生から

お話しがあった，大学側の⽛なぜ⽜という話
は，大貝先生からほとんどお話ししていただ
きましたので，私は今配布したレジュメを基
にして，スケジュールを紹介したあとに，少
し大貝先生の補足をしたいと思います。⽛な
ぜ始めたのか⽜ということに加えて，全体と
して 2016 年⚑月から現在まで，具体的に動
いてきた日程を皆さんにお伝えした方が，こ
の後の話につながりやすいと考えています。
レジュメには，⽛試行版地域インターン
シップの経過と実施スケジュール⽜と書いた
のですが，これも先ほど大貝先生からお話し
があった通りです。経済学部で何かやってみ
たかったということです。2017 年度に⚒単
位の科目として⽛地域インターンシップ⽜を
特別講義として開講する方向で準備を進めて
います。準備といっても，いきなりやれるも
のでもないので，まずは試行的にということ
で，この間，坂本さん，浜中さん，学生の多
大な協力のもとで，⚘月に実施することがで
きました。
大貝先生の話に付け加えれば，このような
フィールド型の科目は，⽛地域研修⽜として，
経済学部では既に設置してあります。少し，
歴史的な話になりますが，学園大では，昔は
経済学部と経営学部は一緒でした。経済学部
の中に経済学科と経営学科がありました。そ
れが 2003 年に経済学部と経営学部と分かれ
ました。経済学部の中に学科が二つ出来て，
経済学科と地域経済学科というのが出来まし
た。それがもう 13 年前ですね。その時に地
域経済学科では，地域に入り込んで，地域の
人からいろいろなことを学ぶことを通して，
机上の勉強と合わせた⽛学びの場⽜というこ
とで，地域研修を科目として設置しました。
基本的に，ゼミ単位で活動して，夏休みにゼ
ミ合宿という形で調査を行っています。自分
でいうのも何かおこがましいのですが，凄く
てですね，学部のゼミの先生方の専門に合わ
せて，北海道内外，いろんなところで調査研
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究活動をしています。それを毎年行っていま
す。最近では，大貝先生もそうですが，道内
に限る必要はないので，高知県や沖縄県とか，
全国で展開しています。ただ，やっぱり多い
のは，⚑泊⚒日や⚒泊⚓日とかそれくらい短
期間です。学んできたことを，来週の地域研
修報告会で報告して，成果をみんなで共有す
るという流れになっています。とてもバラエ
ティーに富んでいていいのですが，先ほど大
貝先生も言った通り，長期間で地域に入って
見えるものというのは，多分⚒泊⚓日のもの
とは全然変わってくるという話で，そういう
比較的長期で地域に入り込める取り組みを，
経済学部としてできないかということもあっ
て，今回地域インターンシップという科目を
たてるべく準備・試行的に実施したという経
緯です。
それで，一応そのスケジュールについて
ざっと説明したいのですが，先ほども話に
あったように，2016 年⚑月にシンポジウム
を行いまして，そこからまずは学生を募集し
ました。当然，今回は試行的ですから，単位
はありません。だから本当にもう，いや今回
応募してくれた人には頭があがらないのです
が，単位はない，しかもお金がかかる，そう
いうことも募集要項には明記して，それでも
応募してくれる人はぜひ来てくださいと応募
したところ，学生⚖人が参加してくれたとい
うことです。天売島に行った時期というのは，
⚘月の 20 日から 26 日の⚖泊⚗日です。その
前日にオリエンテーションを実施して，浜中
さんにも来ていただきました。地域インター
ンシップとは何かという話をしてもらったう
えで現地に入りました。天売島での⚖泊⚗日
間では，大貝，水野谷，西村，浅妻の⚔人が
交替で滞在するという形にして学生を見守っ
ていました。この辺の話は，学生から詳しい
報告があると思うので，そちらに譲りたいと
思います。そのあとに，札幌の羊ヶ丘展望台
で夏休みイベントがあり，その一つに⽛ウニ

祭り⽜を開催するということがあったので，
そちらにも学生は参加してお手伝いをすると
いうことも，地域インターンシップの一環と
して組み込みました。一応それで地域イン
ターンシップは終わったのですが，そのあと
は，10 月 15 日に浜中さん主催の⽛インター
ンシップから考える地域と若者の未来⽜とい
うセミナーで報告させ，11 月 18 日が今日の
シンポで，来週，地域研修報告会があって，
今後の予定としては，⚓月に現地に戻って，
現地の人に向けた成果報告会をやれたらいい
なと考えています。
あと同じ⚓月ですが，来年度から新しく科
目になるので，そこに参加してくれる学生を
募集するなどの作業が出てきます。もしこの
会場で興味ある方は是非応募していただきた
いなと思っています。簡単ですけども，私か
らは以上です。ありがとうございました。

1-3．天売島の概要と⽛天売島おらが
島活性化会議⽜の取り組み（坂本
学）

（⚑）天売島の概要
天売島から参りました，一般社団法人天売
島おらが島活性化会議の坂本と申します。よ
ろしくお願いします。まず，天売島とはどう
いった島か知ってもらうために，10 月 30 日
に天売島焼尻島のプロモーションビデオがで
きましたので，それを流したいと思います。
（プロモーションビデオの上映）
ありがとうございました。再度天売島はど
ういった島かを大まかに説明したいと思いま
す。まず，北海道の北西部にある羽幌町に属
していまして，羽幌本町から西に 30 キロ，
日本海に浮かぶ周囲が 12 キロの小さな島で
す。人口は 2016 年 11 月現在で 323 人です。
アクセスは，札幌から高速バスが出ていまし
て，札幌から⚓時間ほどで羽幌に着きまして，
後はフェリー，高速船でそれぞれ⚑時間，⚑
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時間半で到着します。夏の間だと，東京から
早ければ⚖時間くらいで島まで到着できます。
先ほどの PVにもありましたが，島の東側が
居住地域になっています。島の西側は⚘種
100 万羽の海鳥が繁殖する，世界でもまれな
人と海鳥が共生する島として有名です。その
なかでも，オロロン鳥が絶滅危惧種です。保
護活動の甲斐もありまして，現在は 35 羽の
生息が確認されています。天売島の基幹産業
は，周りが海で囲まれておりますので，漁業
になります。

（⚒）おらが島活性化会議の取り組み
次に，私たち一般社団法人おらが島活性化
会議とはどういった組織なのかといった話を
したいと思います。まず，離島活性化の先進
事例である島根県隠岐諸島にある海士町に視
察に行きました。この海士町ですが，こちら
も廃止の危機にある高校を，何とか存続させ
ようということで⽛高校魅力化プロジェク
ト⽜を行って，見事に高校の存続，さらには
島の活性化に成功した町です。そこに島の有
志が視察に行ったあと，海士町のように高校
の存続，島の活性化を目指して一般社団法人
を立ち上げました。当初の目的は，雇用の場
の確保，創出です。高校生を島外から受け入
れても，高校は定時制なので，昼間は働いて
夜学校に通うというスタイルになります。そ
ういった⽛雇用の場⽜をなんとかしなければ
ならないということで立ち上げました。
現在，理事が⚓名，社員が⚖名，有給の職
員が⚓名，そのうち I ターン者が⚑名，島の
高校生が⚑名，島にお嫁さんとして嫁いでき
た方が⚑名という形です。理事，社員の⚙名
については，運送業や漁業，漁協職員と本職
があるので無報酬で活動しています。
2014 年度から，一般社団法人を立ち上げ
まして，スライドには主な活動内容を記載し
ております。まず島にはキャンプ場がありま
せんでしたので，キャンプ場の新規開設と運

営を行っています。次に，天売島産の海産物
を使用した商品開発をしています。株式会社
CPS という会社があるのですが，札幌の丸
井今井と旭川のフィール旭川内でヴィヴル・
アンサンブルという惣菜店を経営しています。
そこと連携して，天売島のタコを使ったお惣
菜を毎日並べてもらっています。次に，羽幌
町から観光案内所の窓口業務を受託していま
す。それから，もっと外に天売島をアピール
しなければならないということで，羽幌の甘
エビ祭りや札幌オータムフェストにも出店し
ています。同年に，札幌羊ヶ丘展望台さんか
らぜひ天売島のウニ祭りを単独開催してもら
えないかという話がありまして，ウニ祭りを
初めて単独開催しました。
次に福島キッズについてですが，福島で被
災した子供たち 30 数名を⚒泊⚓日，天売島
に受け入れて思いっきり遊ばせるという事業
も行いました。その他，島内の清掃ボラン
ティアだったり，住宅の受託ボランティアを
行っております。
次に 2015 年度，天売高校とコラボ商品で
すが，もともとありましたウニ缶を⽛天

てん

高
こう

ウ
ニ缶⽜として製造販売しました。そのほか，
町の方から仕事が次々ときまして，フットパ
スや黒崎海岸の草刈り業務，天売猫の捕獲事
業等の受託を行っています。この年には，先
ほど PVにもありました，シーカヤックやウ
ニ採り体験，星空観察など，羽幌町のモニ
ター事業の委託を受けて，全面的に⽛おらが
島⽜でやっています。ボランティア的なもの
では，町道の草刈りや焼尻綿羊祭りのサポー
トといったボランティア活動も行っておりま
す。
2016 年度ですが，シーカヤックでまわる
ゴメ岬という，すごいきれいなところがある
のですが，そこに流れ着いたゴミなどが溜
まって，景観的によろしくないところがあり
まして，クラウドファンディングを活用して，
島民の皆様とゴメ岬の清掃プロジェクトを行
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いました。あと天売島にはたくさんの木があ
りますが，間伐材の利用がうまくいってない
ということで，間伐材を使った炭作りや薪づ
くりを行う，森林整備等活用プロジェクトを
立ち上げております。
また，こちらも問題になっております，天
売島の野良猫の捕獲を行いまして，島民にも
理解を得るために，天売の猫譲渡会，こちら
旭川とか札幌でも頻繁にやっているんですけ
ど，これ天売島でやろうということで，こち
らも主催して，天売島でも開催しました。羽
幌町の新規事業として提灯ナイトウォークの
開催こちらも全面的に⽛おらが島⽜でやって
おります。⽛しまっちんぐ 2016⽜というのは，
島と各企業を結んでですね，何かを起こそう
という，先日私が行ってきまして，何とかこ
れから天売島がよくなるためのプロジェクト
を仕組んできました。以上が主な活動内容に
なります。

（⚓）今後の課題，可能性
天売島とおらが島活性化会議，これからど
ういった形にしていかなければならないのか
ということについては問題が多々あります。
まずは体験メニューの魅力化です。シーカ
ヤックだったり，星空体験をもっと魅力のあ
るものにしなければならない。それからキャ
ンプ場の快適化です。トイレはありますが，
入浴施設はないとか，少し不便なところにあ
るとか，そういった課題がありますので，こ
ちらも快適化を進めていこうと思っています。
次に，島民総動員の島ガイドの養成です。
先ほど言いましたように，島民 323 人しかい
ませんので，たとえば，観光で訪れたお客さ
んにみんながそれぞれなにか聞かれたら，少
しでも答えられる，それぞれあいさつできる，
そういった島民の島ガイドを養成できればと
思っております。それに付随して，地域食堂
の⽛しゃべり場⽜創設したいです。
第⚓に，インターンシップや企業研修の受

け入れです。やはり島の中にいろんな人が来
てもらわなければ当然，島の活性化につな
がっていかないので，こういったことも積極
的に受け入れていきます。それから，どこの
離島もそうなのですが，漁業者の担い手不足
の解消，観光産業の活性化がこれからの大き
な課題になってきます。
そんななかですね，学生を天売島にイン
ターンシップとして受け入れたわけですが，
先ほども言いましたように，まずは島を知っ
てもらうことが大事で，そのためにはまず島
に来てもらわなければなりません。よく天売
島には何もないとか，そういった言い方をす
る方がいるのですが，何もなかったのではな
くて，何も知ろうとしなかったのではないか
と，私どもの思いがあります。若い方々が来
ていただいたときに，感じたそのままの情報
を発信していただければ，それに島民が気付
いて，これからどうにかしなければならない
ということにつながっていくんじゃないかと
いう思いで皆さんを引き受けました。
正直インターンシップがどういうものか，
受け入れるこちら側もほとんどわかりません
でしたが，今回受け入れてみて，当然島民の
方からも喜ばれましたし，これが次年度，さ
らなる将来的につながっていければと天売島
を代表していえることだと思います。以上で
終わらせていただきます。

1-4．コーディネーターの考えるイン
ターンシップのあり方（浜中裕之）

みなさんこんにちは。NPO 法人北海道エ
ンブリッジの代表理事を務めております浜中
と申します。私は，北海学園大学の経済学部
を 2008 年に卒業しました。大学⚒年生のこ
ろから，札幌でインターンシップを広げる活
動をずっとやっていました。ここのキャンパ
スに通いながら，色んな企業を訪問して，
⽛この会社面白いな⽜とか⽛この社長さん素
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敵だな⽜という人を見つけては，他の学生た
ちに，こういう企業あるから行ってみなよと
いう⽛紹介・マッチング⽜とをやっていまし
た。そして，その活動が面白くなってきてし
まったため，⚔年の時に，これでなんとか食
べていけないだろうかということを思って，
大学⚔年の時にNPOを設立しました。19 歳
の頃からそういうことをやり始めて，11 年
から 12 年ずっとやってきています。
私の報告では，大きく⚓つお話したいと
思っています。⚑つ目は，自己紹介，学生時
代どういうことやっていたのかについて，⚑
月のシンポジウムでも話したことですが，簡
単にお伝えしたいと思います。⚒つ目は，エ
ンブリッジの取り組みについてです。我々が
思う教育効果の高いインターンシップという
のはどういうことなのかということを，今回
の天売島での取り組みに対しての狙いも含め
て，お伝えをしたいと思います。最後に⚓つ
目は，これは情報共有・情報提供にとどまる
のですが，天売島インターンシップがどのよ
うな経緯でスタートしていったのかをお伝え
したいと思います。

（⚑）浜中氏の学生時代
まず，私は，1985 年に留萌市に生まれま
した。おばあちゃんとおじいちゃんが羽幌町
に住んでいまして，天売島とか焼尻島は私に
とっては身近な存在でした。行ったことはな
かったのですが，いつか行ってみたい場所
だったということも今回の背景としてはあり
ます。
2004 年に北海学園大学に入学しました。
⚑年生の時は，ひたすら遊んでいる大学生で
した。テニスサークルに入っていて，それな
りに楽しかったのですが，やはり，大学⚒年
や⚓年になると，⽛将来どうなりたい⽜とい
うことを周りから色々聞かれるようになりま
した。自分が社会に出てから活躍しているイ
メージが全然湧きませんでした。⚒年生の時

に，私のゼミの先生が地域経済学科で，色々
な企業さんと繋がりがある先生だったことも
あり，⽛先生このままじゃまずい気がするの
ですが，何かないですか？⽜と尋ねた時に，
たまたま先生の知り合いで，広告代理店を経
営されている若手の社長さんと知り合いまし
た。その人との出会いがきっかけで，⚒年生
の後半から学校に通いながら，その人の広告
の会社に行き，会社が終わったら学校に行く
という生活をするようになりました。その会
社がベンチャー企業でしたので，やれるなら
どんどんやれと言って，営業をやってみろと
か，企画やってみろとか，自分でお客さん担
当しろというように，どんどん任せてくれる
ようになりました。そのため，私も楽しくな
り，多い時だと，20 件から 30 件くらい自分
でクライアントを抱えるようになりました。
授業中にクレームの電話かかってきて，授業
が終わったらお客さんのところに謝りに行く
とか，仕事は楽しいことだとか，自分でもこ
んなことができるんだというような，沢山の
発見がありました。
このようなこともあり，何もできない若者
に対して，⽛とりあえずやってみろ⽜と言っ
て任せてくれる社長はすごいなと思い，きっ
と自分のように，そういうことやりたい学生
はもっといるはずだし，そういう学生を受け
入れもていいよと言ってくれる企業も，もっ
といるはずだと思い，⚓年生に上がってから
は，インターンシップのコーディネートを始
めました。まずは，ひたすら札幌を中心に，
年間 250 社から 300 社くらい，毎日色々な企
業に⚒件くらいアポイントを入れて，色々な
企業を回っては，こんな事業があるのかとい
う発見をしつつ，魅力的な社長を見つけては
インターンシップの交渉をして，⽛いいよ⽜
が出たら学生を送り出すということをやって
いました。最初は，私がインターンしていた
企業の中の事業部として立ち上げたのですが，
残念ながらその会社は，私が⚔年生の時に潰
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れてしまい，⚑人独立するということになり，
⚔年生の時に NPO を作って，今ずっとやっ
てきています。
⽛実践的な経験⽜というか，アルバイトだ
と，やはりここまでがアルバイトの仕事だと
か，それ以上はバイトの子はやらなくていい
とか決まっていたりするので，リアルに社会
を経験できる，そういう場がもっと札幌や北
海道に増えていって，学生のうちに，多くを
経験して様々な思いや可能性を持って社会に
でていくということが，もう少し当たり前に
なるといいなという思いを持ち続けています。
そのため，大学を卒業してから，ずっと実践
的なインターンシップを北海道に広げていこ
うと活動してきています。

（⚒）北海道エンブリッジの活動概要
次に，北海道エンブリッジで今やっている
ことを簡単にお伝えしていきたいのですが，
まずは，経営者の方をお招きして，学生と
ディスカッションをしています。例えば，セ
イコーマートの丸谷社長や，元 JT の古田社
長とか，そういう方に業界の裏側を聞こうと
いうようなことをしています。あとは，道内
の大学からの依頼をもらい，企業を巡るバス
ツアーを担当したり，⚕つの大学と連携しな
がら，夏休みの実践型のインターンシップを，
⽛SUMMER JOB FESTA⽜という形で行って
います。これは，毎年 12，⚓社の企業さんと，
40-50 人の学生をマッチングするもので，文
科省の事業でやらせていただいています。そ
のほか，夏は農業のプロジェクトをしたり，
ベトナムでインターンシップをしたいという
大学の要望で，ベトナムに行って企業を開拓
してきて，学生 10 人くらいを連れて，現地
の学生も一緒に企業を回るということもやっ
ています。そういうことをしながら，大学と
か，企業とか，行政とか，あと，OB や OG
とか色々な人たちの繋がりのなかで，大学生
が大学で学びながら，地域に出て，実践して，

経験を学問として捉えなおすという繰り返し
ができるような，地域コミュニティやコミュ
ニティ共有のようなものを作っていこうとし
ているのが我々の今の活動です。
そのなかで，今 10 年くらいインターン
シップをやってきて，効果が高くて，かつ継
続していけるインターンシップはこういうこ
とではないのか，ということをお話ししてい
きたいと思います。簡単に言うと，⽛学生だ
けが学べるインターンシップは続かない⽜と
いうことです。やはり，それだと企業さんは
疲れてしまうので，⚑年⚒年くらいだったら
OKと言ってくれるのですが，⚓年目くらい
から，⽛ちょっと忙しくてね⽜って言われて
しまいます。やはり相手にとっても，価値が
生まれるとか，来てもらってプラスになると
いうような，お互いにとってメリットがない
と，いい意味で継続していかないと思ってい
ます。

（⚓）学生に求められる⽛社会人基礎力⽜
社長さんとお会いした時に，⽛大学生にど
のようなスキルを求めますか⽜ということを
よく聞くのですが，企業としては⽛社会人基
礎力⽜を在学中に身につけてほしいとよく言
われます。この社会人基礎力とは何かという
と，大きく⚓つの力に分けられています。一
つ目は，前に踏み出す力です。自分で開拓で
きる，道を切り拓ける力です。二つ目は，何
か問題や課題に直面したときに，どうすれば
解決できるのだろうとか，要は考え抜くこと
ができる力です。三つ目が，チームの仲間た
ちでその課題を解決していく，チームで価値
を生み出していく力です。この⚓つの力が必
要だと言われています。
逆にいうと，インターンシップ通じて，こ
の⚓つの力が身につくようなプログラムに
なっているかどうかが大事だということで，
ただ受身で行って学ぶものではなく，取り組
む中で自分が考え抜く構図があるとか，チー
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ムで人の力を借りてやらなければならないと
か，そういうことがプログラム中に埋め込ま
れていることが，インターンシップとしては
必要なのだと思っています。
今，北海道で広がっているインターンシッ
プは，大きく⚓つの形に分けられると思いま
す。⚑つは，見るとか知る，⚑泊⚒日や⚒泊
⚓日といった比較的短いインターンシップで
す。⚒つ目は，夏休み⚑か月⚒か月という期
間で体験するものです。⚓つ目は，エンブ
リッジでは中心的に取り組んでいる，半年と
かそれ以上の長い時間をかけて，成果を出す
ところまでやろうという，⽛実践型インター
ンシップ⽜ですが，この⚓つ目のスタイルが
広がって来ていると言えます。今回の天売島
さんと一緒にやらせていただいたのは，見学
型と体験型の中間であり，それぞれのいいと
ころを取って⚒週間ぐらいで，がちっとやれ
るモデルを作りましょうというのが，今年度
の取り組みだったのではないかと振り返って
思います。
私たちとしては，しっかりとプロジェクト
を作ることを大切にして運営をしていました。
地域や企業としては，⽛こういうプロジェク
トを実現したい⽜とか，⽛こういう島を実現
していきたい⽜という思いに対して，大学生
が⽛一緒にやりたいですね⽜というように，
仲間の関係をしっかりと作って取り組んでい
くことで，学生たちにとっては学びになると
か，地域にとってはこの解決したいプロジェ
クトに向けて，半歩でも一歩でも前に進むこ
とが理想です。このようなプロジェクトを実
現していくことが，先ほどの社会人基礎力な
ども含めて，インターンシップを通じて身に
つけられるものになるのではないかと思って
取り組んでいます。

（⚔）プロジェクト設計の重要性
あとは，大きくこういうことを大事に設計
してきたという話ですが，⚑つ目は，⚓者で

プログラムの目的がちゃんと共有されている
かということです。今回で言えば，大学とエ
ンブリッジでの共有が⚑つ。それから，⽛お
らが島⽜さんがやりたいと考えている目的が
⚑つ。あとは，学生たちが，このプロジェク
トになぜ参加したのかという目的をお互いが
しっかりとわかっていることが必要かと思い
ます。そのうえで，学生も地域も企業も，
⽛一定の覚悟を持って飛び込む⽜ということ
が大事だと思います。しっかりと現場を持っ
て，目的意識・課題を持って，①現地の人た
ちの声がより近くで聞けるということ，②自
分が超えなければいけないハードルが設定さ
れているということ，③取り組む中で，学生
と企業さんでの目標の確認や振り返りができ
るかどうか，④それらを私たちエンブリッジ
がつないでいく，それらのことが可能なプロ
ジェクトであれば，エンブリッジとしても是
非やりたいと思っていて，色々なところにア
プローチをしていたところ，これらの全てを
クリアできたのがおらが島さんでした。学生
たちには伝えてきたのですが，⽛自分のため
にするのはやめましょう⽜，言い換えれば，
自分の学びとか，自分が経験したいことを中
心に置くことはやめましょうと言ってきまし
た。自分にとってどうかというのは，いわば
⽛消費者⽜として物事を捉えているので，イ
ンターンシップの意味があまりないからです。
自分が生み出す側，生産者側にまわって，ど
うやったら島の人の役に立てるのか，どう
やったら一緒に活動してくれる人に求められ
るのかということを試行錯誤する，生産者の
視点に切り替えて，⚒週間取り組んでいくと
いうこと，小さくても人の役に立つ体験がで
きると，質の高いインターンシップになって
いくのではないかということで，そういう環
境が，散りばめられているようなところを実
現したいと思って探していたというのがイン
ターンシップの目的になります。
最後に，天売島さんとおらが島さんとの経
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緯をお伝えしたいと思います。最初のシンポ
ジウムで話が始まり，その後，たまたま⚒月
か⚓月に当別町でシンポジウムがあって，私
がエンブリッジの話をして，もう⚑人が天売
高校の魅力開発プロジェクトの担当をしてい
る方でした。終了後にそのことを学園大の先
生方に話したところ，天売島は面白いかもし
れないねということになりました。最初は，
私の方からひたすら候補地をリストアップし
て，片っ端から電話をかけていきました。留
萌市とかあと羽幌町とか，天売島や焼尻島と
いったキーワードが出てくる諸団体含め上か
ら順に電話をかけていくなかで，おらが島の
坂本さんから，まだしっかりと説明もしてな
いのに⽛良いですよ⽜という返事をいただき
ました。
その後，⚖月上旬に先生がたと主旨説明を
しに天売島に行って，天売高校を見学したり，
おらが島さんとお話をしたり，ゲストハウス
などの宿泊できる場所あるかということを確
認してきました。戻ってきてから，できそう
な内容，課題になりそうなことを抽出しなが
ら，プロジェクトを設計していき，インター
ンがスタートする⚑週間前ぐらいに，もう⚑
度大貝先生と私の⚒人で天売島に行って打ち
合わせして，プログラムが完成しました。完
成と言っても，未知な部分が多くて，本当に
エラーがあった時の対処は，坂本さんにお願
いした状態でした。⚔-⚕割ぐらいは見通せ
るけども，あと半分は蓋を開けてみないとわ
からない形でした。

（⚕）取り組みの成果・可能性・今後の課題
ここからは学生たちに話をしてもらおうと
思いますが，⚘月 22 日から⚑週間という形
でスタートして，私と先生方で，なにかあっ
た時に対応をするという形で，常に島には誰
かがいました。結果，特に問題は起こらな
かったのですが，私たちはずっと遠くで見
守っているという形で，インターンシップを

終了するということができました。
そして，先ほどお伝えした⚔つの項目が本
当に，どれも体現できたプロジェクトだった
のではないかと思っています。あとは，イン
ターン場所が島であることが，大きく利点と
して作用したのではないかと思っています。
その理由の⚑つ目として，逃げ場がないこと
です。札幌でインターンシップを行うと，
⽛辛いからやめます⽜とか，⽛もう明日から行
きません⽜ということがあるのですが，天売
島は海に囲まれているので，逃げられない。
そのことは行く前にわかっているので，しっ
かりと腹を括れて，一定の覚悟を持って取り
組むことが出来たのではないかと思ってみて
いました。
⚒つ目は，生活とその経済・産業の結びつ
きがすごく近くにありました。例えば，札幌
でいうと，蛇口ひねれば水が出るのは当たり
前だったりとか，トイレは流したら流れると
いうのは当たり前ですが，島だったら⽛どう
やって水を確保しているのですか？⽜とか，
⽛どうやって下水って処理されているのです
か？⽜とか，⽛子供生まれたらどうするので
すか？⽜とか，インフラと実際の生活の重要
性が身近に感じられるわけです。⽛ある物が
欲しい⽜と思っても，すぐ手に入るわけでは
ないので，誰かに船に積んで持ってきても
らって，それを自分たちが買って使うという，
大都市にいると分業化されて見えてこないも
のが，島の中にいると，⚑つの経済環境とし
て把握することができる。これは，学生たち
にとっては大きかったのではないかと思いま
す。⚓つ目は，⚑番とも似ているのですが，
島に滞在して⚑週間過ごすということの意味
です。札幌あたりで行うと，インターン後に
は帰宅します。すると，インターン自体が日
常生活の多くの情報があるうちの⚑つにしか
すぎないのですが，住み込みでやっていると，
朝起きたらもうインターンがスタートしてい
て，寝る時にインターンが終わって，⚑日す
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べてがインターンになる，濃密なインターン
シップができるというのは，とても大きかっ
たと思います。また，⚑週間⚑つのことをひ
たすら考えていく，そういう集中力が見える
場になったのではないかと思っています。
今後のテーマとしては，来年度以降，今日
参加した学生たちにも是非参加してもらいた
いと思っていますが，より長期化していくた
めにどうするか，というのは，今先生たちと
議論しているところです。⚘月に訪問した時
は，繁忙期の最後の方でした。⚑番の繁忙期
は⚖月から⚘月中旬なので，そのあたりの時
期で大学の講義等がありながら関わらせてい
ただくためにはどうすればいいのか，が課題
です。あとは，12 月など，閑散期にどう関
わることができるのかということも，長期化
をしていくうえではテーマの⚑つと思ってい
ます。
⚒つ目は，成果をより可視化していくとい
うことで，例えば札幌で何か商品を売ってみ
ようとか，商品開発をしてみようとか，さっ
きカフェとかそういう情報共有できる場所が
必要という話もあったと思いますが，自分た
ちで，カフェを作ってみようとか，商品開発
してみようというようなプロジェクトが出来
て，天売島の○○は自分が作ったんだという
ようになってくると，より厚みのあるものに
なっていくのではないかと思っています。

1-5．地域インターンシップ活動報告
（中谷侑樹，木村拓貴，天野伸吾，松
原巧実，白幡優作，谷口明華里）

（⚑）インターンシップへの参加理由
これから⚘月 20 から 28 日に天売島で行わ
れた地域インターンシップの報告会をさせて
いただきます。天売島へは学生⚖名で行きま
した。今日は，⚓年生の中谷君が欠席してい
るため，⚒年生⚕人が報告します。
⽛なぜ天売島に行こうと思ったのか⽜とい

うことですが，⽛同じ経済学部の仲間と島で
共同生活することに魅力を感じて⽜（天野伸
吾：中囿ゼミ⚒年），⽛ごく単純に，島での生
活ってどういうものなのだろう，ただそれだ
け⽜（松原巧実：宇土ゼミ），⽛⚙月には地域
研修があるが，比較的時間がある⚘月になに
かできることがあればいいなと思って⽜（谷
口明華里：大貝ゼミ），⽛ただ授業にでて，バ
イトして帰宅する大学生活だけだともったい
ないと思っていたこと，ゼミの先生からも話
があり，どんなものなのか興味があった⽜
（木村拓貴：大貝ゼミ），⽛僕先生から面白い
ことやるよって言われていたことと，座学だ
けの大学生活は飽きていたこともあって，
せっかくだから参加してみようかなと思っ
て⽜（白幡優作：大貝ゼミ），⽛大学生活で得
られないような経験をしたい，自分に何がで
きるのかを試したい⽜（中谷侑樹：浅妻ゼミ）
と，それぞれが何かしら目的や関心を持って
いたことになります。

（⚒）島での⚑週間について
次に，天売島での生活について紹介して行
きたいと思います。
当日のスケジュールは，⚘月 19 日に顔合
わせ，浜中さんからのレクチャーと懇親会の
後，20-21 日で羊ヶ丘展望台での⽛ウニ祭
り⽜のお手伝いをしてから天売島に渡る予定
でした。しかし，海が時化ていたことから，
ウニが捕れず，⽛ウニ祭り⽜が一週間先延ば
しになりました。そこで，顔合わせの翌日に，
早速島に渡るというドタバタな感じでイン
ターンシップが始まりました。
19 日の顔合わせでは，参加学生にしてみ
れば，学生同士，先生方，浜中さん，坂本さ
んみんなが初対面でした。ですので，知らな
い先生もいるし，本当に明日から島に渡ると
いうことが実感できないままに，身支度をし
ました。明日から天売島での生活なのに，食
べ物やお店とかはあるのか，寝る場所は大丈
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夫なのか，といった情報も何もなくて，何を
持っていけばいいのか本当にわからず，懇親
会が終わった後，前日の夜 10 時とか 11 時に
お店に行って，とりあえず食料を買い込んだ
りしました。各自がそれぞれ買い込んだ結果，
大量のお米，カレーのルー，インスタント食
品を持参することになりました（写真⚑）。
翌日から島に渡り，まず宿泊場所になるゲ
ストハウスに荷物を置きました。その後，⚖
人でレンタルサイクルにまたがって，⚒時間
程度で島を⚑周したほか，夜はみんなでカ
レーを作って美味しくいただきました（写真
⚒）。
⚒日目から，具体的に島でのお仕事が始ま
りました。それぞれグループに分かれて観光
案内所の手伝い，お店をたたんだ木下商店の
片付けのほか，イベントで使用するウニの選

別とウニ剥きを行いました（写真⚓）。また，
写真にはないのですが，販売用としてタコを
実際に捕まえて，それをさばいたりもしまし
た。そのほか，堆肥の箱詰めも行いました。
⚓日目は，観光案内所のお手伝い，木下商
店の片付け，ウニむきを行ったことは⚒日目
と同様ですが，新たに加わった仕事は，朝⚓
時からの⽛魚を網から外す仕事のお手伝い⽜
です。また夜には，⽛おらが島活性化会議⽜
の皆さんと懇親会がありました。
朝⚓時から魚を網から外す仕事は，奈良漁
業部さんのところで行いました。メンバーの
うち⚓人が担当しました。朝⚓時から開始
だったので，⚒時 40 分には起きて行かなけ
ればならなかったのですが，こんなに朝早く
に起きることは普段はないので，とても眠
かったですが，一生懸命頑張りました。
夜の懇親会では，島に滞在していた浅妻先
生も加わって，おらが島の皆さんと懇親会で
した。島の方々から，叱咤激励を受けながら，
楽しい懇親会でした。
⚔日目は，木下商店の片付けのほかに，最
終日に島で行うイベントの話し合いがメイン
でした。また，天売島は星空が綺麗だったの
で，夜は外に出て星空を眺めていたら，木下
商店の伊藤さんに遭遇し，観音崎まで車で連
れて行ってもらいました。とにかく満天の星
を見たのは初めてで，今でも鮮明に記憶に
残っています。
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⚕日目ですが，メンバーの⚓人が奈良漁業
部さんのところで朝⚓時から網から魚を外す
作業の手伝いに行きました。そのほか，ペン
キ塗りの依頼があったので⚒名がペンキ塗り
に行くことになりました。
一通りの仕事が終わった後は，⚖日目に，
交流会（イベント）開催の機会をもらったの
で，島民の方に知ってもらいたいということ
で，みんなでチラシを作成し，300 枚位印刷
して，一軒ずつ直接手渡しで配ってきました。
夜は年に⚑度開催される町政懇談会や，ス
ポーツ交流会の方にもお邪魔させていただき
ました。
⚖日目ですが，交流会の内容に関しては，
後ほど詳しく説明させていただきます。そし
て，⚗日目（最終日）ですが，交流会も終
わって，もう帰るだけという状態でした。ゲ
ストハウスの掃除等を終わらせた後，島でお
世話になった方々に挨拶してまわりました。
船から最後お世話になった方々がフェリー
ターミナルの方に集まってきてくれて，また
サプライズも用意してくれていて本当に嬉し
かったです。

（⚓）交流会について
それでは，交流会について紹介していきた
いと思います。私たちは島にお世話になった
ことへの感謝を表すものとして，交流会を開
催することにしました。もともと，島に着い
た⚑日目から，どういうものにしたいかとい
う話はしていて，内容も考えていたのですが，
当初は縁日のような企画だとか，食事を提供
できたらいいというイメージでした。
そのときの私たちは，島の人たちが必要と
しているのは，こういうものだろうと誰にも
相談せずにイメージばかりを膨らませていま
した。今振り返って考えると，頭でっかちな
大きなイベントだったという印象があります。
それと同時に，本音を言えば，⽛何をやれば
いいのか⽜が全く分かりませんでした。何も

分からないなかで，島民が本当に喜ぶことっ
てなにか，どうすれば感謝の気持ちを伝えら
れるのか，というところで悩んでいました。
その時に，坂本さんから次のようにアドバ
イスを受けました。⽛分からないと思ったこ
とは，きちんと島の人に相談すること⽜，⽛交
流会で，本当に自分達が大切にしたいことは
何かということ⽜，⽛お世話になった方々に，
どうやって感謝を伝えるのか，その方法を
もっと考えてみるといい⽜ということでした。
このアドバイスを基にたどり着いた結論は，
お世話になったり，仕事をくれた島の人たち
ともっと話をしたいということや，仕事だけ
では関われなかった人たちとも関わりたいと
いうこと，そして，⽛自分達の声⽜でしっか
りと感謝を伝えたいということでした。そこ
で，島民と学生でゆっくりと会話できる空間
があるイベントに決めました。それに加えて，
島の方々にもお世話になりながら，島の人が
大好きな焼き鳥を販売することにしました。
多くの人に来てももらうために，手作りの
チラシを，一軒ずつ手渡しで配りました。ま
た，島には連絡用の IP 電話があり，IP 電話
を通じてイベントの告知もしました。
イベント当日は，多くの人に来てもらいま
した。学生は，それぞれが島の人のテーブル
に入り，⽛島が楽しかったです⽜という話は
当然のこと，多くの方と交流をもつことがで
きました（写真⚔）。
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写真⚔ イベントの風景



平日に交流会を行ったのですが，それにも
関わらず，たくさんの島の人に来てもらい，
焼き鳥も約 800 本提供することができました。
また，島の老人ホームにも事前に訪問してい
て，焼き鳥が欲しいという方にも持っていき
ました。

（⚔）羊ヶ丘展望台ウニ祭り
⚘月 27-28 日に羊ヶ丘展望台で行われた

⽛ウニ祭り⽜についてお話しします。当初は，
ウニ丼や殻付きウニの炭火焼きも提供する予
定だったのですが，結局⚑週間ずらしてもウ
ニ漁ができず，ウニ丼と殻付きの焼きウニは
提供できませんでした。しかし，ウニ汁など
で，私たちが剥いたウニが使われていて，自
分達が加工したものを提供することができた
こと，それを美味しいと言ってくれたお客さ
んがいて，とても嬉しかったです。外ではホ
タテやイカも提供していました。あとは，展
望台で写真を撮っている観光客の方に，天売
島の魅力などもお話したりもしました。

（⚕）今後の関わり方について
最後に，今後についての話をさせていただ
きます。私達⚖人は一週間で島でのインター
ンの生活を通して，天売島がとても好きにな
りました。その理由として，ただの観光客と
してではなく，インターン生として仕事や交
流会で島民の方々と話せたことがとても大き
かったように感じます。観光客としてではな
い濃密な時間を過ごすことができたので，島
に対しての思いをもつことができたし，島の
人たちと一緒に，島の課題を見つめられる存
在になりうると感じました。
札幌に帰ってきてからは，天売島の外から，
島を応援する応援団になりうると感じました。
私たちが望むこととして，天売島を応援する
人が，これからもどんどん増えていったらい
いなということがあります。今の一年生や来
年の一年生などを中心に，たくさんの人を天

売島につなげていけたらいいなと考えていま
す。
天売島と私たち学生と関係は，まだまだ始
まったばかりです。今回シンポジウムに来て
くださった方のなかに，来年度以降の新しい
応援隊がいればいいなと思います。

2．ディスカッション

大貝：それでは後半に入りたいと思います。
とても多くの質問を出していただいてありが
とうございます。質問の内容見ると多方面に
話が及んでいますので，次のような形で進め
たいと思います。
最初は先ほど行って頂いた，プレゼンテー
ションに関する具体的な質問を，報告者に答
えてもらいます。その後は，⽛地域インター
ンシップ⽜関する，抽象度の高い質問を基に，
ディスカッションしていきたいと思います。
まずは，坂本さんに対する質問です。
島民の方が，若い人たちに向けて天売島の
魅力を伝えるために，行っている具体的なア
クションはありますか，主に外部に向けてと
言う意味ですね。

坂本：今まで島民の人が，直接的にイベント
に参加してだとか，SNS で発信するという
ことは一切有りませんでした。そういった中
でおらが島活性化会議が生まれたという経緯
があります。それによってやっと外部に対し
て情報発信するということが出来てきたよう
に思います。先ほどの写真にもありましたよ
うに，漁師の若い子たちなどもかかわって，
一緒に協力するようになって，少しずつです
がイベントなどにも参加して，情報発信する
ようになっています。まさに今，現在進行形
で進めています。

大貝：次の質問です。報告の中にもありまし
たが，⽛野良猫を捕獲する理由はなんですか⽜
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というものです。

坂本：天売島は，海鳥の繁殖地になっていま
して，野良猫が海鳥の卵やヒナを捕食してし
まうことが問題になっていました。環境に影
響与えてしまうことがかなり問題視されるよ
うになりました。私たちが捕獲事業を行う場
合は，野良猫が 300 匹程度いたと言われてい
て，鳥の数も減ってしまいました。その中で
環境省から羽幌町に依頼がありまして，猫を
捕獲することになりました。これは猫を殺処
分するのではなくて，捕獲した後は，羽幌町
や札幌市の NPO 団体に預かってもらい，飼
い慣らした後に里親に譲渡するという仕組み
になっています。猫の譲渡会が札幌や旭川で
行われるようになっています。

大貝：⚓点目ですが，⽛天売島の海産物によ
る商品開発は，今までにどのようなものを
行ってきたのか⽜という質問です。

坂本：おらが島で取り組んだ事業でよろしい
でしょうか。天売島で年中とれる魚介類はタ
コになります。商品を開発する上で年中とれ
るタコに注目しました。タコを燻製にして，
それをオリーブオイルに浸した瓶詰めをつく
りました。商品開発はできたのですが，なん
せ⚑年目の事業だったので，保健所とのやり
取りの中で，販売まではいきませんでした。
現在では瓶詰めはできないのですが，一次加
工までは行って，その後は CBS（総菜屋）
さんに渡しています。私たちは，タコを漁協
から買って，茹でてカットまではしています。
CBS さんの方では，マリネやパエリアなど
で使用されて，実際に商品として店頭に並ん
でいます。

大貝：それから⚔点目の質問です。⽛基幹産
業である漁業で担い手不足が課題に挙げられ
ていましたが，課題を解消するための具体的

な取り組みは，何かありますか⽜ということ
です。

坂本：基本的には天売島の人口が増えない限
りは，担い手不足の解消はなかなか難しいと
思います。漁協さんの方では，漁業に最低⚓
年従事しなければ，漁業権は与えられないと
いうルールがあります。⚓年間漁を手伝った
としても，すぐに漁師にはなれません。実際
に自分で漁業に本腰を入れて取り組んで，は
じめて漁業権が与えられます。今，若者が具
体的に何を危惧しているのかといいますと，
将来的に自分たちの代になった時に，本当に
誰もいなくなってしまって，遠方に行くタラ
漁などの大きな漁が出来なくなるのではない
か，ということです。その中で，まずは天売
高校を存続させて，地域を活性させて人を増
やすということです。天売高校には，今では
札幌や道外から高校生が来るようになってい
ますが，そういった人たちを増やしながら，
漁師をやりたい人を増やすという取り組みは
行っている最中です。

大貝：ありがとうございました。坂本さんに
対して質問は，今随分とお答え頂きました。
次の質問ですが，実際にインターンシップ
に参加した学生に対して，実力試し的な質問
を振ってみたいと思います。⽛天売に若者は
どれだけいるのか，実際に島を自転車で⚑周
したという報告があったけども，島の概要は
どういうものか，学生一同に答えてほしい⽜
という質問です。

木村（インターン参加学生を代表して）：若
い人の人数は，感覚での話ですが，50 人く
らいでしょうか。若い人というのは年齢でい
うと 30 代くらいまで，でとらえています。
若い人はそんなに多くないという印象です。

大貝：子供を含めて，若い人が多くないとい
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う状況の中で，具体的に何が問題になってい
ましたか？

木村：小学校の向いにある，保育園で専属の
保育士さんがいない，ということが問題に
なっていました。

大貝：保育園の問題は，今回帯同した教員の
なかでも問題視していて，島のお母さん達か
ら是非この問題を札幌から発信してもらいた
い，という要望をもらっています。この点に
関しては，今後膨らませていければと考えて
います。
それから，大学の教員に対して，⽛なぜ地
域インターンシップ先として天売島を選んだ
のですか⽜という質問があります。また，
⽛2017 年度には講義として開講する話があり
ましたが，その際も天売島だけなのか，ある
いは毎年違う場所でインターンを行うのか，
どういう方向性でしょうか⽜ということ，そ
して⚓つ目⽛事前学習として，どういった事
を学生に対して行いましたか⽜といった質問
があがっています。

水野谷：天売島を選んだ理由ですが，浜中さ
んのスタイルにあったような紹介でした。も
ともとどこでやるかということに関しては，
各教員様々なフィールドを持っていますが，
本当にそのフィールドでできるのかわからな
かったので，浜中さんとも相談して，まず
やってみようということになりました。エン
ブリッジで受け入れ先を探してもらって，そ
こで天売島の⽛おらが島⽜さんから快い反応
があって，天売島に行くことになりました。
2017 年度からの具体的な場所ですが，も
ちろん天売島で継続することを考えています。
今回はトライアルですが，実際にやった後の
反応を見て，次年度何をするかを今後詰めて
いくことになります。坂本さんをはじめとし
て，天売島の人たちと信頼関係も含めて，関

係は深められたと考えています。本当にまだ
始まったばかりなので，長期的に，地域研修
とは違う形で続けられるやり方を考えていき
たいと思います。まだまだ希望的観測の域を
出ないのですが，長く続けられていった後に
は，また別の場所で行うということもあり得
るかと思います。事前・事後の学習も含めて，
教員も覚悟が必要ですし，体制を作っていく
ことが求められていると考えています。だか
らこそ，軽はずみにあっちでもこっちでも，
ということにはならないと思います。
事前学習については，人口だとかは産業構
成を含めて，羽幌町や天売島の歴史なども，
あらかじめ調べていこうとは，大貝先生とも
話していました。だけども，今回はそれはや
らないという方向にしました。というのも，
直接的な表現になりますが，あえてまっさら
な状況で島に入って，そこで学生が何を見る
のか，また島の人からどういった話を聞きだ
すか，ということに主眼を置きました。自分
の力で得た情報を通じて考えていくというこ
とにしました。これがうまくいったのかどう
かについては，当然今後の反省材料にします
が，うまくいった側面も多くあるのではない
かと考えています。
また，学生のスライドにもあったように，
自然と人間の関係があって，まざまざとそれ
を見せつけられたインターンシップでした。
海が荒れて，スケジュールが直前で大幅な変
更になりました。本来だと，羊ヶ丘展望台で
ウニ祭りをやった後に，天売島に行く予定で
したが，その順番が逆になりました。イン
ターンシップの後半に取り組んだウニ祭りで
は，海が時化てウニが取れず，散々な結果で
した。しかし，それらの経験を通じて学ぶこ
とが多かったと思います。

大貝：水野先生の話に補足しますと，浜中さ
んのプレゼンにもあったように，もともとこ
の地域インターンシップをやってみたいと
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言ったのは，おそらく私です。それで昨年か
ら，いろんな先生と話をしながら，⽛勢いが
あるうちにやってしまおう⽜ということにな
りました。だけども，大学の教員で新たな
フィールドを開拓するというのは，なかなか
困難です。そこで，⽛餅は餅屋⽜ではないで
すが，浜中さんに相談したということです。
地域インターンシップは，本当に地域に入り
込んで，地域の人と協力しながら，そして仲
間とも協力しながら，地域に⽛あるもの⽜を
探し，新しい地域の仕組みづくりを行える人
材を送り出していきたい，という新たな目的
のものです。新しい可能性を持つプログラム
があってもいいのではないかと考えたわけで
す。
それで，2016 年⚑月に，地域と関わりな
がら⽛人づくり⽜を行っている方たちをお招
きして，⽛いなかビジネス教えちゃる⽜とい
うシンポジウムを開催しました。そのシンポ
ジウムでも結論としてできたのは，⽛まずは
やってみよう⽜ということでした。しかし，
先程の繰り返しにもなりますが，新たな地域
開拓は難しいということで，浜中さんに関
わってもらうようにお願いしました。実は最
初は，いろいろな候補地を考えていました。
検討を重ねる中で，⽛学生の逃げ道をなくす⽜
ことも重要ではないかという結論に至り，北
海道内の島をメインに考えるようになりました。
今後の方向性に関しては，先ほど水野谷先
生からもあったように，まずは続けることを
考えています。長期的な視点に立てば新たな
場所を開拓するということもあり得るかもし
れませんが，現状のマンパワーを考えれば，
それはなかなか困難です。実際に連れて行け
る学生も 20 人以上は難しいと考えています。
意識としては小さく始めて大きく育てる，と
いうことになります。

大貝：若干長くなりましたが，他の質問に移
りたいと思います。また大学生に話を振って

みよと思います。日常の大学生活に関して，
⽛どういう関心があって，地域経済を学んで
いるのか⽜ということと，⽛天売島に行って，
その関心がどう変わりましたか⽜という質問
です。天売島で何を学びましたか？というこ
とですね。

天野：島に行って実際に学んだのは，⚑次産
業，⚒次産業，⚓次産業についてだと思いま
す。漁には出られませんが，漁から帰ってき
た船の網から魚を外したり，魚やウニを加工
したり，それを販売したりと，一連の流れを
体験できたのは，おそらく島だからだと思い
ます。島の生活は天候に左右されることの多
い，ということも含めてです。オフィスの中
で働いているだけの人にはわからないことだ
と思います。

谷口：地域経済に関する授業については，大
学でいろいろと受講しています。座学で学び
ながら，地域に飛び込んでいって，この場所
で自分たちに何ができるのか，を考えていく
ことは，とても大変でした。だけど，実践で
きるという事はすごくよかったと考えていま
す。大きな学びにつながりました。

木村：地域の中で，特に今回は島だったので
人口はあまり多くないのですが，多くないと
いうことは，逆に言えば，⽛関わりやすい⽜
⽛つながりやすい⽜ということになるのかな
と思いました。地域経済にとって大切な事は，
⽛つながり⽜であると考えています。経済と
いう話ではないかもしれませんが，このつな
がりを基にして，地域を良くしていくことは
できるのではないかと思います。顔が見える
空間で，お互いが支え合っているということ
も，よく見えました。

白幡：私は島に行って，ウニの殻剥きの仕事
が多かったし，ペンキ塗りで行った先の佐藤
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さんは漁師で，マグロを獲ってきたりもして，
そのお手伝いもしました。普段魚は，スー
パーでパックに入れられて並んでいるのを買
う程度のものでしたが，実際に漁師さんが
獲ってきたものを加工して販売するまでのお
手伝いの中で，魚が私たちの食卓に並ぶまで
の流れが良く解りました。日常の生活では，
まず関わることがないのですが，今回のイン
ターンシップで，ほんの少しですが経験する
ことができたのは新鮮でした。

大貝：意外と，川上から川下までの流れ（魚
を獲ってくる，加工する，消費地にもってい
く，販売する，消費するという流れ）は，わ
からないんですよね。それが当たり前になっ
てしまっている。今回彼らは，ウニを通じて
この流れを経験しています。海が時化てウニ
が取れない。しかし，販売する場所では⽛ウ
ニ丼ができない⽜と分かった時に，お客さん
はみんな帰っていく。日常では，物流網も発
達しているので，自分が欲しいと思ったもの
は，お金があれば手に入る。みんなそう思っ
ています。ですけど，自然を相手にしたとき
には，これはなかなか難しい。天候に左右さ
れることが非常に大きいと思います。今回こ
ういった事を経験できた学生は，非常に羨ま
しいと感じています。

大貝：次の質問ですが，これも学生に対して
ですね。⽛島を良くしていきたいと言ってい
たが，島に行く前と後とでは，島の生活や現
状に対して見方は変わりましたか⽜，という
ことと，⽛今後に向けて島にはどのような課
題があると考えていますか⽜という質問です。
それからもう一つは，⽛交流会では島の人と
どのような話をしたのか，そこから何か感じ
ることあったか⽜という質問です。

松原：正直に言って，行く前までは，天売島
の存在すらしりませんでした。地図で調べて，

天売島がどこにあるのかを知って，その隣に
焼尻島があって，そこに⽛おらが島⽜の坂本
さんと聞いて，すべてがごっちゃになってい
ました。それ以外に先生たちからの情報はあ
りませんでした。また⚕日目に交流会をやる
ということだったのですが，周りの大人が
やってくれるものと思っていました。だけど
そうでもありませんでした。やるのかやらな
いのかといったところから自分たちで考えな
ければいけませんでした。とにかく，島に
行ってからの情報量が多すぎて大変でした。
日常の生活で感じたのは，札幌での生活と天
売島での生活の違いです。

谷口：まず行く前と行った後の話をします。
行く前は，島の人口が少ないので，コミュニ
ティもある程度決まっていて，ましてやイン
ターンの受け入れ体制は話できていないので
はないかと考えていました。だけど⚑週間島
で仕事しながら過ごす中で，⽛また来てね⽜
と言ってくれる人が多くて，外からの受け入
れに対して寛容だなという印象受けました。
仕事もいろいろしましたが，観光案内所で仕
事をしたときには，仕事の内容を島の高校生
に教えてもらいました。今高校は天売島内外
から高校生を受け入れていますが，高校卒業
したら何をしたいのかと聞いたところ，とり
あえず島を出たいという返事がありました。
おらが島活性化会議のメンバーは U ターン
者が多いと聞いていました。そのこともあっ
て，高校生に対して，島を出た後は外でいろ
いろ経験して，その後，天売島に戻ってくる
のかと尋ねてみると，今はそこまで考えてい
ないということでした。ある程度時間がたっ
てから U ターンをしてくる人が多いのかと
思ったので，この高校生等を，どう U ター
ンさせるのか，U ターンする気にさせるの
かが課題であると思います。あわせて，U
ターン希望者に対して受け皿を用意すること
も，課題の⚑つであると思います。
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木村：島に行くまでは，時間がゆっくり流れ
ているイメージがありましたが，実際に行っ
てみても，そのイメージのままでした。落ち
着いて生活することができました。島の人も
魅力はスローライフと言っていました。島の
課題としては，島にいる若い人たちが島に対
してどれだけ愛着を持っているか，島のこと
を本気で考えているかという事だと思います。
この点に関しては，⚑週間の生活の中で，か
なり温度差を感じました。まずは島の人が島
のことをもっと好きになることから始めるこ
とが必要だと思います。

天野：島に行く前は，ただ自分が成長できる
のではないか，と考えていました。実際に過
ごしてみて，島の人と一緒に仕事することで，
島の人がいろんな思いを持っていることが分
かりました。関わってくれる人たちに何かで
きることはないかと考えるようになりました。
今後は，新たにインターンシップに参加す
る人たちを巻き込んで，新しい取り組みをし
てみたいと思います。

白幡：私も天売島に行く前は，島の位置すら
わかりませんでした。そして，谷口が言うよ
うに，元々のコミュニティに入ることは難し
いかなと考えていましたが，島の人たちはと
ても温かかったです。仲良くなったおばちゃ
んに，最近肉を食べてないと言ったら，から
揚げを作ってきてくれました。交流会のとき
には，次来るときには私の家に泊めてあげる
という言葉ももらいました。
政策的な話に関しては，天売島フェアで，
羊ヶ丘展望台に行った時のことです。観光客
に対して，天売島の紹介をしていたのですが，
たまたま来ていたハッピに天売島の地図が描
かれていました。それを見せながら，話を膨
らませました。とにかく天売島知っている人
がいませんでした。やはり，まずは情報発信
から始めることが必要だと思います。

大貝：今も学生から出てきたコメントにもあ
るように，島の人たちの，島に対する認識が
低いというのが如実に出ているのかなと思い
ました。例えば木村くんが言っていたように，
島の人達の中で，島のことを考えている人た
ちがどれだけいるのだろうか，ということで
すが，重要な論点だと思います。学生と地域
に入っていくことが多いのですが，地域の人
が地域のことを分かっていないケースは多い
です。それが当たり前だと思っているんです
ね。だからこそ第三者目線で，外からの刺激
が必要というか，⽛その地域の何に反応する
のか⽜というのを，意図的に見せていく必要
があるのではないかと考えています。そこで
生まれた新たな気づきを共有していく，それ
を育てていくことが重要になるのではないか。
だからこそ，学生を送り込むときに，あえて
事前に情報を与えなかった，ということです
し，学生と現地の人とで協働する関係を創り
出すことが大切だと思います。やってもらう，
やってあげるという関係ではなく，ですね。
そろそろ抽象度を上げたディスカッション
に移っていきたいと思います。⽛地域イン
ターンシップに実際に関わって，⚔者それぞ
れがどのような魅力，可能性，課題を感じた
のか，あるいは認識したのか⽜という質問が
出ています。

浜中：道内の大学を見ても，今回のような取
り組みはまだまだ多くはありません。論点は
いろいろあるのですが，まず教育的効果の観
点から話したいと思います。今回は良くも悪
くも，大貝先生と事前に打ち合わせする中で，
大人がいろいろとお膳立てをして，学生を迎
え入れるという構図はやめようということに
なりました。基本的には，我々は必要最低限，
生命の危機，安全に関するところは念入りに
調整しました。なので，学生からすれば，
⽛騙された感⽜が非常に多かったのではない
かと思います。⽛自己効力感⽜と教育分野で
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は言ったりするのですが，小さな経験を積み
ながら，⽛やればきっとできる⽜という感覚
を持つことがとても大事だと考えています。
そういう意味では，島でのイベントなど，学
生たちは⽛できるわけないだろう⽜と思って
いたことが，知恵を出し合ったり，協力を仰
ぎながらしてできてしまったわけです。課題
が目の前にあったときに，逃げるのではなく
真正面から取り組むと，その課題をクリア出
来ると思うようになったのではないかと思い
ます。この点で，教育的効果は非常に高いの
ではないかと考えています。
次に，外からの視点が入ることは大事だと
いうことを，大貝先生が言っていましたが，
⚑週間見させていただいて思ったことです。
観光客の人たちは，外の目線を持って島には
やってきますが，その人たちが滞在中に関わ
るのは，観光に関連するお仕事をしている人
たちだけなんですね。島民の方達からすると，
観光で潤っているかもしれないけども，何か
よくわからないというところなのです。そう
いう意味では，学生たちは観光で島に入って
いたわけではなくて，島の人たちとも接する
機会がたくさんあって，⽛外からの目⽜を島
の人たちが感じやすい，そういう時間になっ
たのではないかと思います。⽛外からの目⽜
に触れる機会が多くなることは，今後もっと
重要になっていくのではないかと思います。
あとは，今回関わった学生が，卒業後，就
職したあとに，どういう形で島と関わり続け
ていくのか，といったことも今後の可能性と
して挙げられるのではないでしょうか。

大貝：イベントごとに対しては，細かいこと
は学生に一切伝えませんでしたからね。⽛そ
んなことは聞いていない⽜という意見もあっ
たようですが，私にしてみれば，⽛聞こうと
しない，確認しない方に問題がある⽜という
スタンスでした。学生を混乱させたかもしれ
ませんが，重要な学びがあったのではないか

と思いますけども。
次に，坂本さんにも同じ質問に対するご意
見を伺ってみたいと思います。それと，もう
一つ，浜中君のプレゼンの中で，⽛お互い
win-win になるインターン⽜が望ましいと
ありましたが，天売島の人たちにとって，得
るものはあったでしょうか，という質問にも
答えていただければと思います。

坂本：まず，このインターンシップの話が
あったときに，はっきり言ってインターン
シップがどういうものかもわからずに，ただ
大学生が来るということで，ゼミや旅行，ボ
ランティア活動とも少し異なるな，というと
ころがありました。だけど，島に人が来ると
いうことであるならば呼び込もうというのが
私の独断と偏見で決めました。次におらが島
のメンバーに報告しました。おらが島は職員
⚓名雇っているので，基本的には稼がなけれ
ばなりません。ただ，今回のインターンシッ
プは稼ぐ要素が何もなく，メンバーに相談し
たらさんざん言われました。島民からも変な
ものを受け入れているという目で見られまし
た。そのなかで，⚖人の学生を受け入れて，
今回はまず天売島を知ってもらうということ
を大前提で考えてメンバーにも理解を求めま
した。先ほどもありましたように，毎年秋に
おらが島活性化会議では，島民に向けて自分
たちの活動を理解してもらうために，感謝祭
を行っています。時期も同様の時期でして，
今回は学生に集大成として，島民に感謝する
意味も込めて行ったらいいのではないかと持
ちかけたのは私です。学生側には全く伝わっ
ていなかった，という現状がありましたが，
話を進めるなかで，⚖人で完成させるという
ことになりました。焼き鳥を 800 本売ったと
言いますが，仕入れにしてもお金がない，炭
はどうするのか，テントやいすはどうするの
か，，，そういった中で学生達が自ら考えて，
それぞれどうするのかというときにおらが島
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のメンバーや若い島民達の協力の下で，お年
寄りや子供，そのお母さん方と交流できたこ
と，実際には 200 名近い人たちと交流できて
いるのでそれは成果としてみて良いのではな
いかと考えています。
来年に向けてですが，天売島としては，学
生が手伝った各方面に加え，⽛是非来年はう
ちも請けたい⽜という声がかかっていますの
で，来年も継続して行きたい事業になります
し，やっていきたいと思います。関わり方で
すが，おらが島活性化会議は，常に島の課題
と向き合って一つずつクリアしていっている
最中ですが，そのなかで学生に関わってもら
えそうなものをその都度提案する，という形
になります。

大貝：ということは，いろいろご迷惑をおか
けしていたのですが，漠然と思うのは，おら
が島活性化会議の方でも，学生を受け入れる
ための思惑はあった，ということですよね？

坂本：そうですね。おらが島活性化会議は，
何か金儲けをしている，というように見られ
ているところが未だにあります。だからこそ，
良いことをしなければならないというのが大
前提です。良いことをしながら島の人におら
が島を理解してもらうというところがありま
す。なので，学生の受け入れに関しては，持
ちつ持たれつのようなところです。

大貝：今回全く初めてのインターンシップが
上手くいったというのは，初めてもの同士の
なかでも，それぞれが思惑をもっていた，そ
れが良い重なり合いをしたのかなと思うんで
すね。受け入れ先になって頂けたのも，地域
のことを本気で考えておられるからだと思い
ます。現地で実践されている方々がいて，そ
の方達と関わり合いをもたせていただく中で，
お互いが得るものがあればいいなと考えてい
ました。

そろそろ時間も終わりにさしかかっている
ので，最後の質問にいきたいと思います。学
生に対して，⽛今回のインターンシップを通
じて，何を学んだか⽜というものです。学問
的な視点は除いてもらって構いません。⚑週
間の生活を通じて，自分がどう成長したと思
うか，答えてください。

白幡：自分が成長できたと思うことは，⚖人
しかいないなかで，交流会の話があって，初
日から夜中の⚒時まで話し合いをしました。
私は普段，ゼミでも自分から意見を言う方で
はないのですが，自分にどのような役回りが
できるのか，自分にしかできないことを考え
て行動するようになったと思います。あとは，
ちょっとキツいかなと思うことに対して，逃
げずに挑めるようになったのかなとは思いま
す。

天野：白幡くんと似ていますが，私も，この
⚖人の中で自分には何ができるのだろう，と
いうことは常に考えていました。ほぼすべて
自宅から通学している学生で，日常生活でも
親に頼りきっているところがあって，料理や
洗濯物は自分がやろうかと思ったり，役割を
考えて動いていました。札幌に戻ってきてか
らも，それは継続しています。

木村：私は，相手が本当に何を求めているの
かをしっかり考えて，感じ取って，実践する
という力が少しは身についたのではないかと
思います。というのも，イベントの話になり
ますが，イベントでは，最初は焼き鳥以前に，
魚を使ったものをやろう，浜鍋であったり，
海鮮焼きそばであったり，という意見が中心
でした。でも，これらの意見は，⚓日目のお
らが島の方々との懇親会で，⽛本当に島の人
たちが求めていることは何なのか⽜という問
いに対して，自分たちの意見を通すことに必
死で，それ以外のことに目が向いていなかっ

― 49 ―地域インターンシップって何だ？(大貝・浜中・水野谷)



たことに気づきました。懇親会の場で，アド
バイスをもらってからは，この点を学ぶこと
ができたかなと思います。

谷口：当初，天売に行く前は，⽛サバイバル⽜
だと聞いていました。だけど何がサバイバル
なのか全く分かりませんでした。その結果，
札幌から非常に多くの食料をもっていくとい
うことになりました。札幌にいてサバイバル
ということを考えたときに，結びつくものを
試していたつもりでしたが，実際にいってみ
て，先生方から特に情報をもらえない中で，
自分たちでどのように行動を起こして，自分
たちの目で確かめて，自分たちで工夫してい
くこと，これらが本当の意味でのサバイバル
ということだったのかなと考えています。⚖
人にとっても，同じゼミのメンバーもいます
が，このメンバーで活動できたことが良かっ
たなと思います。来年以降もこのインターン
シップは続いていくと思いますが，私たちも
天売島の応援隊として，なにがしかの形で関
わっていきたいと考えています。

松原：良い響きで言えば，ルームシェアでは
ないですが，⚖人が同じ宿で⚑週間生活して，
⚖人で何かをしようとしても，全員がキッチ
ンに立てるわけではない。役割分担が必要で，
そういう面で，料理だったり洗濯だったり，
プライベートがほぼない中で⚑週間過ごした
経験は，他ではなかなか得られないものかな
と思います。男は⚕人が同じ部屋でしたが，
本当に毎日毎日夜中まで交流会の話し合いな
どをして，次の日は朝⚓時からの仕事に寝坊
したりもしました。
漁のお手伝いを朝⚓時からしているときに，
網から魚を外す作業ですが，基本的には高齢
者の方が多いんですよね。そういうところで
お手伝いしたときに，⽛ありがとう⽜という
言葉をもらったり，別の場所で会ったときに，
⽛やっと今日仕事を休めたよ⽜といった言葉

をもらえたことも嬉しかったですが，過疎，
少子化，高齢化といったことを身近に感じ取
ることができたことが，行ってよかったなと
思うことです。

大貝：⚒年生なのに，よくここまでいろんな
ことを考えていたんだなと，聞いていて思い
ました。最後に，もう一つだけ，参加した学
生に対してですが，今後も島と関わりたいと
いう意見がありましたが，次年度以降もカリ
キュラムとして続ける中で，次の新たな学生
と，島とのつなぎ役として何かできそうなこ
とはありますか。坂本さん，浜中さんに対し
て，大学側は，ほぼ丸投げ状態だったことは
反省材料なのですが，今後に向けて，大学側
に対して，⽛こうして欲しい⽜という要求や
改善点はありますか。

松原：このプロジェクトをもっと⚑年生に対
して知ってもらえるような取り組みを学内で
できればいいなと考えています。

浜中：来年は，（今回の参加者は）島に来ま
すか？

松原：ここにいるメンバーは，全員行くと思
います。

谷口：私たちは⚑週間の滞在だったのですが，
カリキュラムとしてはもっと長期化したい，
ということですよね。長期間になるほど，
もっと自分たちから動ける仕組みだったらい
いかなと思います。思いついた企画をまずは
やってみる，というような，です。

木村：まずは学内，自分の周りから広めてい
くことを初めていきたいです。そして，自分
も来年も行きたいと思っているので，今回で
きなかったこと，やってみたいと思ったこと
を実践してみたい，次のメインメンバーに伝
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えていきたいです。そういう関わり方をした
いです。

天野：まずは来週の地域研修報告会で，ちゃ
んと報告しようと思います。⚑年生も何人か
来ると思うので，伝えていきたいと思います。

白幡：前の⚔人が言ってくれたことがすべて
だと思います。

大貝：あと，⚑つ忘れていました。坂本さん
と浜中さんに対して，⽛今回参加した学生の
感性はどうですか？⽜という質問もあります。

坂本：最初は，初めての経験だったこともあ
りますし，私自身も普段は仕事をしているの
で，うまく関われたかどうか，というところ
です。まあ最初に，大貝先生や浜中さんと打
合せしたときに，⽛やるときはガッツリやっ
てくれ⽜という言葉をもらっていたので，こ
こぞとばかりで，懇親会のときには怒鳴りつ
けたりもしました。感性と言うよりも，⚖人
はやりきったという形で島を離れました。今
時の若者なのでしょうが，⚑週間でとても成
長したと思います。
今後に関しては，基本的には今年のスタイ
ルで大丈夫だと思いますが，何か島に残るよ
うな形のものがあれば良いなと思います。感
謝祭もそうですが，商品開発など，残るもの
にも挑めればと考えています。

浜中：感性，そうですね，最初会ったときに
は⽛大丈夫かな⽜と思うところはありました
が，意外と入り込むことが上手かったように
見えます。世渡り上手というかそんな感じで
もありますよね。だからこそ，上手くやれる

がために，⚓日目に坂本さんから⽛なんのた
めにやるのか⽜といった本質的なところを突
かれたのではないかと思います。それでよう
やくギアが入ったのかなという印象です。ギ
アが入れば変わるんだなと。大学への要望で
すが，一つは，感謝しているところでもある
のですが，私たちが大学からの依頼で仕事を
するときに，すべて丸投げのケースって多い
んですよ。今回のプロジェクトでは，先生方
と一緒に創らせていただきましたし，先生方
みんな天売島にも行っていますし，そういう
コミットの仕方を今後も継続できればと思い
ます。また，難しいことではあるのですが，
天売島のハイシーズンは⚖月中旬から⚗月な
んですよね。大学スケジュールの可能な時期
と，天売島で要望が強い時期がズレているの
ですが，この点をいかにして調整していくか，
ということは考えて行く必要があるように思
いました。

大貝：まだお答えできていない質問もあるの
ですが，時間になってしまいましたのでお答
えできていない分に関してはご容赦ください。
最後まとめになりますが，坂本さんからは今
後も継続していきながら，是非島に残るもの
もやっていきたいといったことや，浜中さん
からは大学カリキュラムだけども，実際にい
つ行うのが望ましいのか，といった問題提起
を頂きました。仕組みに関してはこれからも
議論しながら作り込むことが必要だとも感じ
ています。継続的に，やる気のある学生，興
味がある学生で，お世話になりながら，みん
なで何かを創り上げていくようなものにして
行きたいと思います。今日はお忙しい中，ど
うもありがとうございました。
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